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	連絡先　滋賀県労働組合総連合内（県労連）大津市梅林１丁目３－３０　２０１８年１２月１２日
電話 077-521-2536　　ＦＡＸ 077-521-2534　　　E-mail: shigaken-roren@aqua.plala.or.jp


※皆さんからの情報をお待ちしています。
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共同センターは下記の資材の普及を行っています。送料はご相談ください。


○憲法共同センターDVD「9条改憲って何？」19分　500円


○憲法会議冊子　　一冊100円（左の写真）


○新しい憲法の話　一冊100円（必読！）


★あたらしいリーフもあります。





　11月14日あいば野演習場で、大阪の第37普通科連隊による81mm迫撃砲の射撃訓練中、発射された弾丸が、高島市今津町北生見を通過する国道303号の道路に直撃、民間車両の窓ガラス等を破損する事件が発生しました。幸いにも人身事故に至らなかったものの、一歩間違えれば生命にかかわる重大事件です。もともとあいば野演習場は、東西6～7キロｍ・南北4～5キロｍと狭く、構造的に欠陥があります。しかも演習場内には、昼間１時間に約400台の車が通過する国道が走っていて、また周辺には多数の集落や少年自然の家等の施設があります。


3年前の2015年7月16日にも、今回の事件現場に近い集落の民家の屋根に、重機関銃の弾丸が直撃した事件が発生しました。これ以上実弾を使った訓練を継続すれば、近い将来、人身事故が発生する可能性が危惧されます。


この「事件」を受けて、12月8日高島市内で「安倍９条改憲NO！市民アクション」、「あいば野に平和を！近畿ネットワーク」、「あいば野平和運動連絡会」の3団体のよびかけで、「住民の命をまもり、自衛隊の実弾演習に反対するあいば野集会」を開催しました。


　参加は予想を大きく上回る350人（主催者発表。目視で数えたという人の中には400人だったという人も）で力強い集会とデモを行いました。


　来年2月から3月にかけて日米合同演習（合同訓練）も行われる見込みです。取り組みを強めます。





　政府の違法に違法を重ねた辺野古への土砂投入の強行が今月14日予定で進んでいます。沖縄県民投票が2月24日に実施が決まり、沖縄では「辺野古埋立て・新基地建設反対の民意を示す県民投票連絡会」が9日開催されました。「県民投票連絡会」は圧倒的多数で新基地建設に反対の意思をしめそうと全力をあげることを確認したということです。


　


　滋賀では14日に以下の行動が予定されています。ぜひご参加ください。





「辺野古新基地建設ストップ！土砂投入への抗議」


12月14日　ＪＲ草津駅東口　17時30分から18時30分 　※辺野古新基地ストップ滋賀の会


12月14日　ＪＲ草津駅西口　18時00分から　　　　 　　※安保破棄滋賀県実行委員会











